
 
令和６年度 第１回 

白井市まちづくり審議会 

議 案 書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

期 日  令 和 ６ 年 １ １ 月 ６ 日 （ 水 ） 

場 所  白井市役所本庁舎２階災害対策室１・２・３ 





 

 

議題１ 諮問事項 

議案第１号 

まちづくり条例に基づく事前協議に係る意見書への対応に 

ついて（諮問） 
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（仮称）桜台建設プロジェクトに係るまちづくり条例に基づく事前協議について 

 
１ 事業の概要 

 
２ まちづくり条例に係る手続の経過 

 
３ 提出された意見書について 
１）件数 ２７７件 
２）概要 別紙のとおり 

事業の名称 （仮称）桜台建設プロジェクト 
事業者 千葉ニュータウン特定目的会社  取締役 北川久芳 

千葉ニュータウン２特定目的会社 取締役 篠原涼太 
千葉ニュータウン３特定目的会社 取締役 篠原涼太 

場所 白井市桜台一丁目 1141 番 31、3 番 
敷地面積 A 工区：11.274.36 ㎡、B 工区：10,509.90 ㎡、C 工区：14,214.38 ㎡ 
建築面積 A 工区： 5,543.72 ㎡、B 工区： 5,528.81 ㎡、C 工区： 7,277.44 ㎡ 
延床面積 A 工区：21,367.72 ㎡、B 工区：21,350.39 ㎡、C 工区：24,909.47 ㎡ 
階数 地上４階、塔屋１階 
高さ A 棟：33.5ｍ、B 棟：33.5ｍ、C 棟：31.8ｍ 
用途 事務所 

令和 6 年 6 月 20 日 開発事業届出書の提出 
6 月 26 日 開発事業標識板の設置 
6 月 27 日 標識板設置届出書の提出 
7 月  6 日から 近隣住 等への説明 
7 月 23 日 開発事業事前協議書の提出 

7 月 31 日から 
8 月 13 日まで 

開発事業事前協議書の縦覧 
近隣住 等からの意見書の提出 
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（仮称）桜台建築プロジェクト事業 開発事業事前協議に係る意見書の概要 
大分類 意見の内容 

①事業計画自体に反対 

・巨大なデータセンターが建設されることに反対 
・住宅街への建設反対、移転希望、今回の開発予定地への立地

の理由 
・日照、電波障害、24 時間稼働も含め騒音、排熱、風、重油

タンク、工事等、居住環境、景観への影響の懸念 
 

・非常時等の責任の主体が不明 
・②から⑧に記載の内容に基づくものあり 

②再説明の要求 

・建築物や事業の中身がわからず不安 
・建設後の責任の所在の明確化 
・影響についての追加データ提示 
・再度の説明会開催希望 
・説明会時の説明・データ提示が不十分 

③計画見直しの要求 

・建築基準法第５６条の２第１項（日影）の違反 
・建物の位置（セットバック）、高さ、規模の変更 
・車両出入り口の変更 
・外観 
・桜の維持、緑化等 

④工事に関する懸念 

・騒音、振動、砂塵への懸念 
・交通量増加への懸念、車両は国道 464 号出入りの要望 
・土日祝日の休工の要望 

 
・工事による自宅の傾きの懸念 

⑤使用開始後の懸念 

・稼働後の大気や騒音等の定期的な調査報告、対応 
・火災時の影響・対応への懸念 
・風の影響 
・排熱 
・電波障害発生後の対応 

⑥地区計画・用途地域等 
・建築物の用途の記載内容、制限への適合 
・地区の居住環境との調和 

⑦市まちづくり条例 
・説明会での事業者の対応 
・白井市まちづくり条例第３０条第２項に規定する「誠実な協

議を行い、合意するよう努めなければならない」への適合 

⑧その他 
 

・市の対応 
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議題２ 諮問事項 

議案第２号 

NK ヴィレッジ冨士字南園地区まちづくり計画の策定につい

て（諮問） 
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ＮＫヴィレッジ冨士字南園地区まちづくり計画（案） 
 

名  称 ＮＫヴィレッジ冨士字南園地区まちづくり計画 

位  置 白井市冨士字南園２１８番１の一部、２３０番 

面  積 ８４７４．９６㎡ 

 

 

 

地区まちづくり計画の 
目標 

 

 

 

 

本地区は、北総鉄道北総線西白井駅から南西約１．３km、新京成
電鉄鎌ヶ谷大仏駅から北東へ約２．１kmに位置し、地区の北側に風
間街道（市道００－００７号線）、南側には木下街道（主要地方道市

川印西線）が通っております。 
白井市冨士センター（学習等供用施設）及び白井市立白井第三小学

校が地区の拠点施設になります。そして、周辺地区においては農地か

ら宅地への転用が多く散見され、住宅地と農地、また商業施設等が混

在する土地利用がなされている状況にあります。 
本地区のまちづくり計画は、既存住宅と周辺農地との調和を図り、

ゆとりある住環境を創出し、魅力的な街並みを形成することを目的と

いたします。 

 

 

 
 
 
 
 
 

地区の整備、開発及び 

保全に関する方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．土地利用の方針 

白井市都市マスタープランによる「市街化調整区域での地区まちづく

り計画によるゆとりある住環境の誘導」のほか、「白井市低密度住宅

地区における地区まちづくり計画誘導方針」を基本方針とし、周辺住

環境との調和が図られた低層住宅を主体とした土地利用を図ります。 

 

 

２．地区まちづくり施設の整備方針 

白井市都市マスタープランに定める第３地区の都市づくりの重点方

針「安心・安全な住環境の創出と交通ネットワークの向上」を基本方

針とし、地区まちづくり施設として安全性・地域性に配慮した道路及

び公園等を配置します。 

 

 

３．建築物等の整備方針 

適切な敷地規模と建築物の壁面後退確保によるゆとりある空間を創

出し、周辺住環境と調和した建築物を形成し、良好な住環境の整備を

図ります。 
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地区ま 

ちづく 

り施設 

に関す 

る事項 

 

 

 
地区まちづ

くり施設の

配置及び規

模 

 

 

１．接道道路 

① 南側道路 市道１２－００６号線 

片側一方６．００ｍセットバック 

２．区画道路 

幅員６．０ｍ、通り抜け道路 延長２１９．９２６ｍ 

３．公園 

１箇所 ５０８．８２㎡（６．０％） 

４．ごみ置場 

２箇所  １４．１８㎡ 

   
 

 

 

 

 

 

 

建 

築 

物 

等 

に 

関 

す 

る 

事 

項 

 

 

 

 

 

 

 
建築物の用

途の制限 

 

次に掲げる建築物以外は建築してはならない。 

１．専用住宅及びこれに付属するもの 

建築物の敷

地面積の最

低限度 

１７０㎡ 

 
 
壁面の位置

の制限 

 

 

道路境界線及び敷地境界線から建築物の外壁又はこれに代わる柱面ま

での後退距離１ｍ以上とする。ただし、床面積に含まれない出窓及び

次に掲げるものについては、この限りではない。 

１．別棟の自動車車庫で最高高さ３．０ｍ以下かつ壁を有しないもの 

２．別棟の物置で高さ２．５ｍ以下かつ床面積が６．６㎡以下のもの 

３．ごみ置場、電柱その他これらに類する敷地からの部分 

建築物の高

さの最高限

度 

 

１０ｍ 

 

建築物の容

積率の最高

限度 

 

１０分の１０ 

 

建築物の建

ぺい率の最

高限度 

 

１０分の５ 

 

建築物の形

態又は意匠

の制限 

建築物の屋根、外壁もしくはこれに代わる柱の色彩は、原則として原

色及び彩度が高く、強い刺激を与える色調を避け、周辺環境と調和し

た落ち着きのある色調とする。 

土地 

利用 

に関 

する 

事項 

垣又は柵の

構造の制限 

道路面に接する側の垣又は柵の構造は、生垣又はフェンスなどの見通

し風通しの良いもので統一性を持たせる。 

 
緑化率 

 

緑化率については、敷地面積の１０％以上とし、玉竜や低木プリペッ

ト等で植栽する。なお、低木は緑化面積１㎡あたり２本以上とする。 

特に配慮すべき事項
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